
◆参考図 
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◆参考図の説明 

（A) 露光した後，ヨウ素染色したPVA-SbQ膜をホウ

酸水溶液で処理した後の光吸収スペクトルの露光量

依存性。露光量の増加とともに可視域の吸収帯が

増加した。 

（B) 作成した単純なパタ－ンや網点画像からなる人

物標準画像，ラインとスペースからなる解像力チャー

トによる作画例。 

 

 

◆応用製品・用途  

マーキング記録フィルム 

◆従来技術に対するメリット 

１．これまでにはない光照射部分が発色するＰＶＡ
－ヨウ素錯体フィルムを実現。 
２．簡便な画像形成プロセス 
 

◆関連業種 

 

印刷メーカー，情報通信機器メーカー，電気機械
部品メーカー 

 

◆研究背景と研究の狙い  

電気機械器具製造業（２９）、 情報通信機械器具製造

業 （３０）、 電子部品・デバイス・電子回路製造業（２８） 

 ◆研究背景と研究の狙い  

千葉地域は世界的なヨウ素の原産地であることから

本件はヨウ素利用に関する研究成果のひとつである。

これまで，光反応性を有するポリビニルアルコール

（PVA-SbQ）とヨウ素からなる高分子フィルムの反応

や，その性質は知られていなかった。 

 ◆ 研究概要  

   PVAに光二量化を起こす側鎖基を修飾した高分

子であるPVA-SbQ薄膜において，その光二量化反

応による架橋反応がPVA －ヨウ素錯体の形成を促

進することを見出した。 

●何に使えるのか 

●誰が使うのか 

●関連する知的財産権 

●ステーションからの企業様へのメッセージ 

③「ヨウ素－ポリビニルアルコール（PVA）錯体画像の
光形成」 
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